
燕市告示第４０２号 

 

 燕市官民一体チーム設置要綱を次のように定める。 

  令和 ８ 年 ９ 月３０日 

                   燕市長  佐 野 大 輔    

 

   燕市官民一体チーム設置要綱 

 

 (趣旨) 

第1条 この告示は、行政と民間が一体で政策づくりを行うことで、持続可

能で活力あるまちづくりを推進するため、官民一体のチーム(以下「チー

ム」という。)の設置に関し必要な事項を定めるものとする。 

 (所掌事務) 

第2条 チームの所掌事務は、次のとおりとする。 

 (1) 次条第1項各号に規定する分野における政策の企画、立案及び実行に

関すること。 

 (2) その他持続可能で活力あるまちづくりの推進に必要な事項に関するこ

と。 

(構成) 

第3条 チームは、次に掲げる分野ごとに15人以内で構成する。 

 (1) 自治会 

 (2) まちづくり協議会 

 (3) 高齢者福祉 

 (4) 工業・商業 

 (5) 観光 

 (6) 建設 

2 チームの構成員(以下「チーム員」という。)は、次に掲げる者のうちか

ら市長が選任する。 

 (1) 前項に掲げる分野に関係する市内の民間企業及び団体等の職員並びに



識見を有する者 

 (2) 市の職員 

 (3) その他市長が必要と認める者 

3 チーム員の任期は2年とし、再任することを妨げない。 

4 チームにリーダー及び副リーダーを置き、チーム員の互選により定める。 

5 リーダーは、チームの事務を総理し、チームを代表する。 

6 副リーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故があるときは、その

職務を代理する。 

(会議) 

第4条 会議は、リーダーが招集し、リーダーが進行役を務める。ただし、

第1回の会議については、市長が招集する。 

2 リーダーは、必要があると認めるときは、チーム員以外の者に対し、資

料の提出、意見の表明、説明その他必要な協力を求めることができる。 

(成果の報告) 

第5条 チームは、政策の検討状況及び成果について、随時、市長に報告し

なければならない。 

(設置期間) 

第6条 チームの設置期間は、必要な政策の企画及び実行が完了するまでと

する。ただし、市長の判断により延長することができる。 

(報償金) 

第7条 チーム員の報償金の額は、日額5千円とする。ただし、第3条第2項第

2号のチーム員を除く。 

(庶務) 

第8条 チームの庶務は、第3条第1項各号に規定する分野に関係する課にお

いて処理する。 

 (その他) 

第9条 この告示に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

 



   附 則 

 この告示は、令和8年9月30日から施行する。 

 


